
 
 

 

2025 年 9 月 16 日 

日本郵便株式会社 

東 北 支 社 

 

 

 

 

日本郵便株式会社東北支社（宮城県仙台市青葉区、支社長 斎藤 貴）は、空き家の増加による

不動産資産の効率低下と災害・治安の悪化という地域の社会課題に対して、郵便局が有するネットワークを

活用した「空き家調査業務」を東北で初めて、秋田県男鹿市から受託しました。 

 

1 取扱事務 

日々の業務などで配達地域内の状況に精通している郵便局社員（郵便集配業務を担当する社員）

が、指定された地域内の建築物を確認し、空き家と思われるものを発見した場合、予め指定さ

れた調査項目を基にタブレット端末を用いて現状を確認（システム入力、外観撮影）し、同市へ

報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 取扱郵便局 

局名 住所 

秋田中央郵便局（男鹿集配センター） 〒010-0599 秋田県男鹿市船川港船川外ケ沢 126-14 

若美郵便局 〒010-0499 秋田県男鹿市角間崎家ノ下 121 

 

3 調査予定期間 

2025年 9月 ～ 2026年 3月 

 

以 上  

 

【報道関係の方のお問い合わせ先】 

日本郵便株式会社 東北支社 

経営管理部 広報担当 

電話：（直通）022-267-7654 

（F A X）022-267-7612 

【お客さまのお問い合わせ先】 

日本郵便株式会社 東北支社 

経営管理部 地方公共団体・新規事業担当 

電話：（直通）022-267-7382 

（F A X）022-268-9078 

「空き家調査業務」の受託を郵便局で開始 

～ 秋田県男鹿市において東北初の取り組み ～ 

「空き家調査業務」のイメージ 

・対象空き家到着後、外観目視で 

調査項目を基に確認 

・タブレット端末を用いて、確認 

結果のシステム入力および空き 

家の撮影 


